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は 、
一

つ の 領域 と して ま とま っ た 国家で は ない 。 少 な くとも2つ の 中心か ら 、 外界に 呵か う

ネ ッ トワ
ーク と して の み 、 存：在 して い た。

こ の ネ ッ トワ ー ク を構成す るル ー トは 、 地形 に よ っ て 決定 され る もの で 、 a6世紀以来、以

下の 6つ が 確 認で きる 。

　1，メ コ ン 上 流水路
一

ラ オ へ の 道

2．メ コ ン 下 流水路
一 南 シ ナ海 へ の 道 、 シ ャ ム 湾へ の 道 、

ベ トナ ム へ の 道

　3．トン レ サ
ーブ水路

4．ト ン レサ ーブ南西岸陸路
一 シ ャ ム へ の道

　5．タ ケ オ 地方縦 断 陸路
一

シ ャ ム 湾 へ の 道

　6．シ ャ ム 湾岸海路
一 シ ャ ム とベ トナム を繋ぐ道

以上 の ル ー トを ネ ッ トワ
ー

ク と して 束ね る 2 つ の 中心 の lo は、ル
ー

ト3．4．5．の 要 とな る ト

ン レサ ーブ西岸の ロ ン ヴ ェ
ークお よ び ウ ドン で あ り、 もう 1 つ は、ル ー トL2 ．の 要 とな る メ

コ ン 河東岸の ス レ イサ ン トー
で あ る 。 こ の他 、 18肚紀の シ ャ ム 湾東岸に は 、ハ ーテ ィ エ ン を

中心 と した 華人 主宰の ネ ッ トワ
ークが姿 を現わす 。

17世紀後半 に は 、
ベ トナム に 支援され た ス レ イサ ン トーの 勢力 と、シ ャ ム に支 援 され た ウ

ドン の 勢 力が 、プ ノ ン ペ ン とその 対岸、ロ ヴ ィ エ ア エ ム とチ ュ ロ
ーイチ ョ ン ワ

ー
で 対 峙し

た 。 17世紀末に ス レ イサ ン ト
ー

勢力が消滅す る と、メ コ ン下流 水路 を制 した ベ トナ ム は 、 ト

ン レサ ーブ水系 に進出 し、 18微紀か ら 19匿紀前半まで 、ポ
ーサ ッ トに おい て、トン レサ ーブ

南西岸陸路 を制 する シ ャ ム 軍 と直接対峙す る 。 シ ャ ム 湾岸で は 、 18世紀後半には ハ
ー

テ ィ

エ ン 勢力が 、19世 紀前半 に は ベ トナ ム 勢 力が 、 シ ャ ム 海軍 と直接 に 対峙す る よ うに な る 。

ア ン ・ドゥ オ ン 王 は 、 1840年代前半 に 、
シ ャ ム 軍 に エ ス コ

ー トされ て 、トン レサーブ南 西 岸

陸路経 由で カ ン ボ ジア に 帰国 した 。 1845年 に ウ ド ン で 決戦が あ り、シ ャ ム とベ トナム の 間

で和平が 成立 し、1847年にア ン ・ド ゥ オ ン 王 が則位する 。 ア ン ・ドゥ オン 王の 手 に は 、
シ ャ ム ・

ベ トナ ム の 陸の 最前線 ポーサ ッ ト、海の 最前線 コ ム ポ
ー

トが 残 され た
。

ア ン ・ドゥ オ ン 王は 16世紀以来の シ ャ ム 軍の 侵入路 を、ポ
ーサ ッ ト　ウ ドン

ー
コ ム ポー ト

線を主軸 とす る一 つ の ネ ッ トワ
ー

ク に 作 り変 えた。こ の 点で 、ア ン ・ドゥ オ ン 王の 王国再建

プ ラ ン の 第
一は 、

メ コ ン に撚 らな い カ ン ボ ジ ア の 確保で あ っ た と言 える 。 その 上 で 。こ の

ポーサ ッ ト
ー

ウ ドンー一 コ ム ポー ト線は 、 ウ ドン
ー

コ ム ポ ン ・ル オ ン の 道、ウ ドン… プ ノ ン ペ

ン の 道 に よ っ て 、トン レサ ーブ水系、メ コ ン 水系に接続 され る 。 ア ン ・ドゥ オ ン 干 は 、 シ ャ ム

の 政治空 間 とベ トナ ム の 政治空間 の 問の 回廊 に 、 ウ ドンー コ ム ポ ー トを中心軸とする単
…

の シ ス テ ム を作 り上 げた 。

ベ トナ ム 前近代 の 支配空 間 と地誌記述 一
．
西北 山地 を中心 に

一

嶋尾稔

　ベ トナ ム に お い て 、ボ
ー

ダ
ー

ラ イ ン で 仕切 られ た国十が地 図 に描か れ 、 その か た ちを入 々

が認知 し、さ らに は、そ れ を愛国心 の 対 象と見なす記述が現れ る の は お そ ら く植民 地 （保護

国）体制が 確立 した20世紀 に入 っ て か らの こ とで ある （1899年イ ン ドシ ナ地 理部 、『南国地

輿』序 文 1908年）。 タイに お い て は 、近代的 国土 をめ ぐる 言説が 「領上喪失」の 「歴 史的記 憶」

を伴 うの に対 して 、 保護国 ベ トナ ム の 地 誌記述 で は、あるべ き国
・
ヒが歴史的に形成 され た

国土 を継承す る もの と して 描か れ て い る 。 そ の 背景 と して 、 他の 東南ア ジ ア 大陸部の 諸王
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国 と異 な り、ベ トナム 王 朝が 、 遅 くと も15世紀 に は 、明確 な版図の 意識 を持 ち、それ を県や

州 とい っ た行政 単位 の 集合体 と認識 し、 国土 に 隣接する地方を明確 に把握 し、 地誌や地図

に記述 して きた点 （『洪徳版 図』）をす ぐに指摘で きよう 。 こ こ で は、韮8徴紀末か ら19世紀 に

か け てベ トナム の 国 土の 記述 に つ い て 検討す る 。

1．州 ・
県の 集合体の 外延が拡大 し、 ほぼ 現在 の 国土 と重な るの は、1830年代 、 阮朝 の ミ ン マ

ン帝時代の 後半に な っ て か らの こ とで ある 。 ミ ン マ ン帝 は 、 フ エ を国土の 中心 として確定

し 、 長 ら く分裂 して い た南北の 空 間の 支配 を…
元 化 した 。 また 、 国土 の 視覚化 （各地 の 「絵

図」）や実証的な把握 （北極高度 、風 雨尺 寒 暑尺 ）を 目指 した 。 1838年に中国古代の 禹に倣 っ

て 王 朝の 宝器 と して 九つ の 鼎を鋳造 させ たが 、こ れ に は 、 北か ら南 まで の 国 土 の 山川 や 物

産が描 かれ た 。 同年、ミ ン マ ン帝 は 、
こ の 新 た な国土 をr大南」と名付けて い る 。 1882年 に よ

うや く草稿の完成 した 『大南
一・
続 志』は 、 こ の 国土 の 省、州 ・県を隈無 く記述 しよ うとする も

の で あ っ た 。

2．「大南」の 隣接地の 記述に つ い て 見る と（186工年『大南
一一統輿圃』）、申部高原 の フ ロ ン テ ィ

ァ で は 隣接する 国が あい まい である （「蛮洞」）の に対 して 、 西北出地 を含む他 の フ ロ ン テ ィ

アで は 隣接す る国 に関 す る意識 が 明確で あ る （北方で は 「清國」、西方 は 「南掌」1暹羅」「高

蛮」）。 植民 地化直後に阮朝が 編纂 した 『大南國疆界彙編』七巻 （1886−1888年）に も同様の 認

識が 見られ る。

3．西北山地 の シプ ソ ン チ ュ
ー

タ イの 地域 に は 、15世紀 には 州 と県が 設置 され て お り、18世

紀 に はベ トナ ム 王 朝の 中国に対する 明確 な領土的主張 も見 られる （失地 回復要求）。
しか し 、

18世紀末の 『興化處風土録」（1778年）は、西 北 山地が 、 州・県の 枠紐み を形式的に受け入れ な

が ら も、実際 には 輔導 とよばれ る タイ系の 首長層の 固有 の 支配空聞 で あ り 、
ベ トナ ム とは

別 の 地域 世界 （哀 牢）に属す る こ と を明確 に記述 して い る 。 ミ ン マ ン期 に 始 ま っ た州 ・県へ

の べ ト族官吏の 派遣 （改±帰流）は 、 州 ・県 とい う支配 の 枠組み の 強化 を目指す もの で あ っ

たが 、 1844年に はその 弊害が指摘 され 、1869年に は 停止 され て い る 。 i860年代 には匪賊 層が

跋扈す る 中、白タ イ族 デ オ氏が台頭 し、既 に南圻 を失 っ て い た「大南」の 国土は 西北 山地で

も危機 を露呈 した 。 1888年、奚辺府 （デ ィエ ン ビ エ ン フ ー
）か らタ イを追 い 出 した フ ラ ン ス

は 、
パ ヴ ィを派遣 して デ オ氏 と結 び 、 シプ ソ ン チ ュ

ー
タ イを獲得する 。 シ プ ソ ン チ ュ

ー
タ イ

の 植民地 トン キ ン へ の 帰属 を決定づ けたの は 、 デ オ氏で あ っ た 。 『大 南一
統志』は 、 『興化處

風 土録』を全 面 的 に 引用す る こ とに よ っ て 、国土の 周辺 の 実態を間接 的 に記述 して い る 。

資料 ・ 研 究短 報

ア イ ル ラ ン ガ 王碑文の 怪 一 プ ラ ラ ヤ は 1006年か 1016 年か 一

深 見純 生

カ ル カ ッ タの 考古学の 博物館 に tg−U±k己初め の イギ リス 支配下 の ジ ャ ワ か ら もた らされた
一一
個 の 大 きな石碑が ある とい う。 高さは 124cm 、 幅 は上 部で 95cm 、 下 部で 86cm、表面に は37

行 34詩節の サ ン ス ク リ ッ ト韻 文、 裏面 に は45行 の ジ ャ ワ語散文が刻 まれ て い る 。 ア イル ラ

ン ガ王 （在位 1019〜42年）の 発 した もの で あ り、 イ ン ドネ シ ア 史の 叙述 で は カ ル カ ッ タ ス
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